
 

１　基本目標・施策分野の名称

３　予算・決算の状況 　（単位：千円）

　（単位：千円）

施　策　分　野　評　価　シ　ー　ト

説明・コメント

※
募集は行ったが、
新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響と考える。

※
募集は行ったが、
新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響と考える。

-

　国際交流

10年後のめざす姿 　姉妹都市交流事業や外国人住民などの交流を通し、国際的な視野を持った住民が活躍しています。

２　施策数値指標

海外留学奨学生（累計）
14人

（令和2年10月現在）
14人

（令和３年度　0人）
14人

（令和4年度　0人）
14人

（令和5年度　0人）

19人
（　　　　　）

国庫支出金 0 0 0

都支出金 435

基本目標 3 　豊かなこころを育むまち

指標名 現状値
実　績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 5

予　算　額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 5,318 4,766 4,621

0 0

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 5,753 4,766 4,621 0 0

決　算　額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 0 30 0

国庫支出金 0 0 0

都支出金 0 0 0

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 0 30 0 0 0

施策の評価（分析）
新型コロナウイルス感染状況が終息に向かうところではあったが、さらに、円安及び燃料物価高騰の影響が考えられる。社
会情勢を踏まえ、今後、海外留学奨学生における条件等などの見直しを検討する時期にあると考える。

 



合　計　額 4,6124,621 0

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

1 国際化推進計画の具体化 企画政策課

61 0

当初予算額 決算額

3 青少年国際交流事業 社会教育課

4,500

事務事業の概要
町の青少年で、積極的に海外の学校で学芸及び技能を修得しようとする方に対し、その奨学
資金と渡航費用の一部を支給する制度を運用する。受付期間を第１期と第２期に分け、受付
期間終了後、瑞穂町海外留学生選考委員会において、書類審査等によって選考され、その
後に支給となる。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

50

事務事業の概要
平成20年度に、姉妹都市であるアメリカ合衆国カリフォルニア州モーガンヒル市に町内在住
中学生6名を派遣し、青少年国際交流事業を開始。隔年で双方の青少年の派遣を実施。姉
妹都市間の交流を深め、国際感覚を養い、社会性や自立性、感性の向上を通して双方の良
さ、ひいては日本とアメリカの良さを知ることが当事業の目的である。また、派遣事業及び受
入事業に参加した青少年が、自分自身のみならず、町民に対する情報の発信や、今後の国際
交流において中心的役割を担えるよう、積極的な事業内容を計画する。

2 海外留学奨学金等の支給 企画政策課

4,500 0

当初予算額 決算額

60 0

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

５　個別事務事業概要 （単位：千円）

令和６年度 ー ー

令和７年度 ー ー

62

事務事業の概要
国際化推進計画の推進を図るとともに、「瑞穂町国際化推進委員会（以下「推進委員会」）」と
連携して計画の進捗管理を行う。また、姉妹都市モーガンヒル市との交流のほか、瑞穂町姉
妹都市委員会（以下「姉妹都市委員会」）との連携を図る。

４　重点施策　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当課 ー

施策 ー 基本構想・重視すべき視点 ー

令和４年度 ー ー

令和５年度 ー ー

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度 ー ー


